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て
輪
郭
を
描
き
出
し
て
み
た
い
。
我
が
国
の
近
代
仏
教
学
の
黎
明
期
に
お
け

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
高
楠
の
生
涯
を
、
特
に
西
洋
と
の
関
係
を
中
心
に

俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
近
代
仏
教
学
の
成
立
過
程
に
お
い
て
見
て
取
れ
る
西
洋

と
東
洋
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
さ
さ
や
か
な
知
見
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

一
　
高
楠
順
次
郎
の
生
涯

　
は
じ
め
に
高
楠
の
生
涯
の
概
要
を
示
す
）
1
（

。

　
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
広
島
県
に
生
ま
れ
（
旧
姓
は
沢
井
、
結
婚
後
に

夫
人
の
高
楠
姓
と
な
る
）、
地
元
の
小
学
校
教
師
を
経
て
、
二
〇
歳
の
と
き

京
都
に
出
て
西
本
願
寺
が
創
設
し
た
高
等
教
育
機
関
「
普
通
教
校
」
に
入
学

す
る
。
そ
の
後
、
一
八
九
〇
年
、
二
五
歳
で
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

に
留
学
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
も
と
で
イ
ン
ド
学
、
宗
教
学
を
学
ぶ
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
卒
業
後
、
独
国
キ
ー
ル
、
ベ
ル
リ
ン
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

の
各
大
学
に
学
び
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
も
訪
れ
る
な

は
じ
め
に

　
近
代
仏
教
学
が
そ
の
前
提
に
「
西
洋
と
東
洋
と
の
両
面
」
を
持
つ
こ
と
は
、

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
「
趣
旨
説
明
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
近
代
仏
教
学
は
、
西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
た
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

や
パ
ー
リ
語
文
献
の
解
読
に
基
づ
く
文
献
学
が
、
日
本
を
含
め
東
ア
ジ
ア
に

伝
承
し
た
漢
語
中
心
の
、
か
つ
実
践
を
も
包
含
す
る
仏
教
の
学
的
伝
統
と
出

会
う
こ
と
か
ら
発
展
し
た
と
い
う
経
緯
そ
れ
自
体
が
、
そ
の
こ
と
を
わ
か
り

や
す
く
物
語
っ
て
い
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
の
仏
教
学
の
分
野
に
西
洋
由
来
の
文
献
学
を
本

格
的
に
も
た
ら
し
、
そ
の
後
、
東
京
帝
国
大
学
を
中
心
に
日
本
の
仏
教
研
究

の
方
向
性
を
先
導
し
た
高
楠
順
次
郎
を
取
り
上
げ
、
高
楠
が
欧
州
留
学
で
獲

得
し
た
学
的
成
果
と
、
日
本
の
仏
教
研
究
の
確
固
た
る
伝
統
と
を
、
つ
ま
り

西
洋
と
東
洋
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
統
合
し
て
い
っ
た
観
の
あ
る
そ
の
生
涯
に

つ
い
て
、
学
術
的
成
果
の
み
な
ら
ず
、
教
育
活
動
、
社
会
活
動
な
ど
も
含
め

〈
特
集
１　

比
較
思
想
と
し
て
の
近
代
仏
教
学

―
基
調
講
演
〉

石
　
上
　
和
　
敬
　

　
高
楠
順
次
郎
に
お
け
る
海
外

─
海
外
体
験
と
そ
の
果
実

─
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家
と
し
て
も
多
く
の
功
績
を
の
こ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
要

因
の
一
つ
に
彼
の
人
間
的
魅
力
は
挙
げ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
高
楠

の
交
流
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
学
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
家
、

実
業
家
、
宗
教
家
、
官
僚
、
等
々
多
彩
で
あ
る
。
こ
の
点
も
後
に
触
れ
る
。

　
高
楠
は
、
亡
く
な
る
前
年
（
一
九
四
四
年
）
に
文
化
勲
章
を
受
け
学
者
と

し
て
は
有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
そ
の
家
庭
に
目
を
転
じ
れ

ば
、
八
人
の
子
ど
も
の
う
ち
七
人
に
先
立
た
れ
、
晩
年
に
は
妻
も
亡
く
す
な

ど
、
そ
の
華
麗
な
る
業
績
と
比
す
時
に
、
家
庭
生
活
の
不
遇
は
対
照
的
で
あ

る
。

二
　
高
楠
の
欧
州
留
学
に
つ
い
て

　
次
に
、
高
楠
の
欧
州
留
学
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
高
楠
は
一
八
九
〇
年
三
月
、
留
学
の
た
め
英
国
へ
出
発
、
九
月
に
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
へ
入
学
す
る
。
留
学
資
金
は
夫
人
の
実
家
か
ら
の
援
助
と

さ
れ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
は
、
イ
ン
ド
学
、
比
較
宗
教
学
の
権
威
で

あ
っ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
師
事
し
た
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
マ
ッ
ク
ス
・

ミ
ュ
ラ
ー
の
も
と
で
学
び
、
一
八
八
四
年
に
帰
国
し
て
い
た
真
宗
大
谷
派
の

僧
、
南
條
文
雄
か
ら
の
勧
め
に
よ
る
。
高
楠
は
同
大
に
お
い
て
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
な
ど
の
古
代
イ
ン
ド
語
を
は
じ
め
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
な
ど

の
西
洋
古
典
語
、
さ
ら
に
宗
教
哲
学
な
ど
を
修
め
、
一
八
九
四
年
に
Ｂ
・
Ａ

の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
卒
業
後
、
高
楠
は
独
国
キ
ー
ル
大
学
、
ベ
ル
リ
ン

大
学
（
一
八
九
五
〜
一
八
九
六
）、
そ
し
て
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
（
一
八
九
六

〜
一
八
九
七
）
の
各
大
学
に
学
び
、
高
名
な
学
者
た
ち
の
謦
咳
に
接
し
、
一

ど
七
年
間
の
欧
州
留
学
は
高
楠
の
人
生
に
お
い
て
貴
重
な
財
産
と
な
る
。
海

外
留
学
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
が
、
高
楠
は
そ
の
後
も
合
計
五
回
、

海
外
へ
わ
た
っ
て
い
る
。

　
一
八
九
七
年
に
帰
国
後
、
末
松
謙
澄
逓
信
大
臣
の
秘
書
官
な
ど
を
経
て
、

一
八
九
九
年
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
り
、
学
内
に
西
洋
由
来
の
文
献
学
に

基
づ
く
イ
ン
ド
学
仏
教
学
の
礎
石
を
築
い
て
い
く
。
一
九
二
七
年
六
二
歳
で

の
定
年
退
官
ま
で
同
大
に
奉
職
す
る
が
、
高
楠
は
学
外
に
お
い
て
も
幅
広
い

活
躍
を
見
せ
る
。
高
楠
が
か
か
わ
っ
た
教
育
機
関
だ
け
で
も
列
記
す
る
な
ら

ば
、
東
京
外
国
語
学
校
長
、
日
華
学
堂
や
中
央
商
業
学
校
（
中
央
学
院
大

学
の
前
身
）
の
創
設
、
武
蔵
野
女
子
学
院
（
武
蔵
野
大
学
の
前
身
）
の
創
設
、

大
宮
成
均
女
学
校
長
、
ま
た
、
東
京
帝
大
退
官
後
に
は
、
東
洋
大
学
長
、
千

代
田
女
子
専
門
学
校
長
、
等
々
、
多
く
の
教
育
機
関
の
創
設
に
か
か
わ
り
、

ま
た
、
運
営
を
主
導
し
て
い
る
。

　
高
楠
の
主
要
な
著
作
は
『
高
楠
順
次
郎
全
集
』
全
一
○
巻
（
教
育
新
潮
社
、

以
下
、『
全
集
』）
に
収
載
さ
れ
る
ほ
か
、
多
作
で
あ
る
が
、
そ
の
真
骨
頂
は
、

多
く
の
学
者
た
ち
の
力
を
糾
合
し
て
完
遂
し
た
、
複
数
の
大
規
模
な
編
纂
事

業
の
責
任
者
を
務
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
漢
語
仏
典
の
大
全
集

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
全
一
○
○
巻
）、
古
代
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
教
聖
典
の

翻
訳
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ト
全
書
』（
全
九
巻
）、
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
や
ス
リ

ラ
ン
カ
に
伝
わ
る
南
方
上
座
仏
教
の
パ
ー
リ
語
聖
典
の
翻
訳
『
南
伝
大
蔵
経
』

（
全
六
五
巻
）
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
現
在
で
も
漢

語
仏
典
の
も
っ
と
も
信
頼
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分

が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
世
界
中
の
研
究
者
た
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
楠
は
学
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
教
育
者
と
し
て
、
ま
た
事
業
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ド
学
仏
教
学
の
分
野
に
お
け
る
漢
語
史
料
の
重
要
性
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
漢
語
史
料
の
扱
い
に
長
け
た
高
楠

自
身
を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
効
果
も
併
せ
持
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
介

の
東
洋
の
若
き
学
徒
が
欧
州
の
一
流
学
者
た
ち
に
一
目
お
か
れ
る
こ
と
に
な

る
に
は
、
こ
の
こ
と
が
大
き
く
与
か
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
す
で

に
、
西
洋
流
の
イ
ン
ド
語
文
献
に
基
づ
く
文
献
学
と
、
東
洋
に
伝
来
し
た
漢

語
仏
典
と
の
い
ず
れ
に
も
精
通
す
る
高
楠
の
研
究
者
と
し
て
の
先
見
性
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
の
方
向
性
も
留
学
時
代
に

自
ず
と
定
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
　
高
楠
が
西
洋
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
高
楠
の
生
涯
と
七
年
に
及
ぶ
留
学
の
概
要
を
紹
介
し
た
。

本
稿
の
テ
ー
マ
は
、
高
楠
の
研
究
業
績
や
事
績
に
お
い
て
欧
州
留
学
に
由
来

す
る
西
洋
か
ら
の
影
響
が
極
め
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
際
、
先
に
も
触
れ
た
が
高
楠
の
基
層
に
あ
っ
た
、
東
ア
ジ
ア

に
伝
承
さ
れ
た
漢
語
仏
典
に
基
づ
く
学
的
素
養
の
上
に
、
西
洋
由
来
の
近
代

仏
教
学
の
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
構
造
は
押
さ
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
高
楠
の
学
者
と
し
て
の
功
績
の
一
つ
は
、
東
京
帝
大
に
西
洋
由
来
の
近
代

仏
教
学
を
本
格
的
に
導
入
し
、
そ
の
後
の
我
が
国
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
方

向
性
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
明
治
時
代
以
前
は
宗
派
ご
と

に
漢
語
仏
典
に
基
づ
く
宗
学
の
伝
統
が
あ
り
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
そ
れ

は
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
南
條
文
雄
、
高
楠
ら
の
留
学
帰
国
者
た
ち
に
よ
っ

て
東
京
帝
大
を
中
心
に
イ
ン
ド
語
仏
典
に
基
づ
く
近
代
仏
教
学
が
移
入
さ
れ

八
九
七
年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
か
ら
は
ド
ク
ト
ル
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
エ
の
学

位
を
受
け
る
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
て
シ
ャ

バ
ン
ヌ
や
生
涯
の
友
と
な
る
若
き
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
ら
と
交
流
を
深
め

る
。
そ
の
後
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
戻
り
、
Ｍ
・
Ａ
の
学
位
を
得
て
、
一
八

九
七
年
一
月
に
帰
国
し
た
。

　
高
楠
の
欧
州
留
学
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
Ｂ
・

Ａ
を
取
得
後
、
独
国
や
仏
国
な
ど
欧
州
各
地
の
イ
ン
ド
学
東
洋
学
の
碩
学
た

ち
を
訪
ね
貪
欲
に
教
え
を
乞
う
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
留
学
に

お
い
て
築
か
れ
た
欧
州
諸
学
者
と
の
人
脈
が
、
そ
の
後
の
高
楠
の
学
者
と
し

て
の
活
躍
の
一
つ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
く
。
特
に
、
帰
国
後
の
高
楠
の
学
問

の
方
向
性
を
決
め
る
多
く
の
ヒ
ン
ト
は
、
留
学
時
の
欧
州
の
諸
学
者
た
ち
か

ら
示
唆
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
高
楠
の
留
学
時
代
の
学
問
研
究
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。
イ
ン
ド

語
や
西
洋
古
典
語
を
含
め
た
欧
米
諸
語
の
習
得
に
か
な
り
の
時
間
を
割
か
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
高
楠
が
留
学
時
代
に
公
に
し
た
主
要
業
績
を
一
瞥
す
れ

ば
、
彼
の
方
針
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
そ
れ
を
一
言
で
言
え
ば
、
漢
語
史

料
を
活
用
し
た
研
究
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
漢
訳
で
の
み
伝
わ

る
『
観
無
量
寿
経
』
の
英
訳
、
ま
た
、
中
国
僧
義
浄
の
旅
行
記
で
あ
る
『
南

海
寄
帰
内
法
伝
』
の
英
訳
、
ま
た
、
パ
ー
リ
語
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
〈
ミ
リ

ン
ダ
パ
ン
ハ
（
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
）〉
に
相
当
す
る
漢
訳
仏
典
『
那
先
比
丘

経
』
の
紹
介
、
さ
ら
に
は
、
戒
律
文
献
に
対
す
る
漢
訳
と
パ
ー
リ
語
の
注
釈

書
の
比
較
研
究
、
等
々
、
い
ず
れ
も
漢
訳
史
料
を
駆
使
し
た
研
究
が
顕
著
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
恩
師
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
を
は
じ
め
欧
州
の
学
者
た

ち
か
ら
の
薦
め
に
よ
る
も
の
も
多
い
が
、
結
果
と
し
て
、
欧
州
学
界
に
イ
ン
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し
は
、
氏
（
マ
ク
ド
ネ
ル
＝
石
上
注
）
が
熱
心
の
勧
告
ま
た
大
い
に
与

り
て
力
あ
り
。
あ
る
学
者
の
ご
と
き
は
ヴ
ェ
ー
ダ
の
直
接
に
日
本
に
関

係
な
き
を
も
っ
て
、
そ
の
研
究
の
無
用
な
る
を
説
き
し
が
、
予
は
こ
れ

に
対
し
て
、
そ
は
わ
が
日
本
の
学
理
研
究
を
世
界
の
学
会
に
関
係
な
き

も
の
な
り
と
み
る
よ
り
起
こ
る
偏
見
な
り
と
て
マ
ク
ド
ー
ネ
ル
氏
の
言

を
証
し
、
他
の
学
問
上
日
本
人
の
功
労
を
例
示
し
、
わ
が
東
京
大
学
研

究
の
欧
州
大
学
に
譲
る
な
く
、
か
つ
学
者
の
度
外
視
す
べ
か
ら
ざ
る
も

た﹇
足
﹈る
を
説
き
た
り
。（
中
略
）
そ
の
後
同
氏
よ
り
の
書
面
に
よ
れ

ば
、（
中
略
）「
予
は
頃
日
、
南
條
・
笠
原
両
氏
の
こ
と
に
つ
き
馬
翁
の

書
き
し
も
の
を
一
見
せ
り
。
両
氏
の
仏
教
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
功
労

あ
る
は
謝
す
る
に
余
り
あ
り
、
予
は
な
お
足
下
輩
が
変
則
的
仏
教
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
み
を
講
ぜ
ず
、
正
則
的
一
般
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

を
も
起
こ
し
、
単
に
外
道
（
仏
教
を
指
す
）
の
教
義
取
り
調
べ
に
の
み

従
わ
ず
、
内
道
バ
ラ
モ
ン
の
教
義
を
も
学
理
上
よ
り
研
究
せ
ん
こ
と
を

望
む
。
余
は
足
下
輩
研
究
の
功
果
を
期
す
る
の
一
人
と
信
ぜ
よ
。」（
後

略
）
2
（

）

　
高
楠
は
こ
の
よ
う
な
示
唆
の
も
と
に
、
た
と
え
ば
、
古
代
イ
ン
ド
の
バ
ラ

モ
ン
教
の
聖
典
「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
」
百
数
十
編
を
翻
訳
し
た
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ

ッ
ト
全
書
』（
全
九
巻
）
を
監
修
し
て
い
る
。
高
楠
が
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
強

く
関
心
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
キ
ー
ル
大
学
留
学
時
代
の
よ
う
で
、

恩
師
の
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
再
度
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
和
訳

の
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
（
下
記
は
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
を
一

九
一
九
年
一
二
月
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
訪
ね
た
際
の
や
り
と
り
で
あ
る
）。

　
し
か
し
て
氏
（
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
＝
石
上
注
）
は
そ
の
「
ウ
パ
ニ
シ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
影
響
は
大
き
く
、
伝
統
宗
学
を
学
ぶ
宗
門
系
大
学

に
お
い
て
も
、
徐
々
に
高
楠
ら
の
も
た
ら
し
た
イ
ン
ド
語
原
典
に
基
づ
く
近

代
仏
教
学
の
占
め
る
位
置
が
大
き
く
な
り
、
宗
学
と
西
洋
由
来
の
文
献
学
と

が
同
居
す
る
体
制
が
形
作
ら
れ
て
い
く
。
帰
国
組
の
高
楠
ら
が
西
洋
仕
込
み

の
文
献
学
を
日
本
に
移
入
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
は
至
極
当
然
の
成
り
行
き
で

あ
っ
た
ろ
う
し
、
日
本
の
仏
教
各
宗
派
も
西
洋
の
進
ん
だ
仏
教
学
を
率
先
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
自
派
の
優
位
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
節
も
見
ら

れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
高
楠
に
見
ら
れ
る
西
洋
か
ら
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
言

え
ば
、
西
洋
由
来
の
文
献
学
を
我
が
国
に
も
た
ら
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
よ
り

も
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
文
献
学
に
基
づ
く
そ
の
学
問
の
中
身
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
で
も
仏
教
が
イ
ン
ド
に
起
源
す
る
こ
と

は
周
知
の
前
提
で
あ
っ
た
が
、
一
部
の
例
外
を
除
け
ば
、
イ
ン
ド
の
諸
思
想

を
幅
広
く
視
野
に
収
め
、
あ
く
ま
で
も
イ
ン
ド
思
想
の
な
か
で
仏
教
を
捉
え

よ
う
と
い
う
発
想
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
楠
は
仏

教
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
も
、
イ
ン
ド
思
想
全
体
の
枠
組
み
の
な
か

で
仏
教
を
捉
え
る
必
要
性
を
感
じ
、
こ
の
方
向
性
が
、
そ
の
後
の
東
京
帝
大

を
中
心
と
し
た
我
が
国
の
イ
ン
ド
学
仏
教
学
の
特
徴
に
も
な
っ
て
い
く
。
こ

の
よ
う
な
高
楠
の
イ
ン
ド
学
仏
教
学
研
究
に
対
す
る
態
度
こ
そ
は
、
留
学
時

代
に
教
導
を
受
け
た
西
洋
諸
学
者
た
ち
か
ら
の
薫
陶
に
他
な
ら
な
い
。
以
下

は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
教
授
を
受
け
た
ア
ー
サ

ー
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
マ
ク
ド
ネ
ル
氏
に
つ
い
て
の
高
楠
の
回
想
で
あ
る
。

　
し
か
し
て
予
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
辞
し
て
よ
り
キ
ー
ル
、
ベ
ル

リ
ン
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
各
所
に
お
い
て
常
に
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
を
主
と
せ
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れ
は
写
本
の
方
が
よ
ほ
ど
い
い
」
と
い
う
と
「
今
ま
で
出
版
す
る
時
に

比
較
し
た
こ
と
が
あ
る
か
」（
中
略
）「
そ
れ
は
直
ぐ
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
時
頃
の
物
か
」「
西
暦
で
七
百
五
十
年
の

奈
良
時
代
の
物
だ
」「
八
世
紀
の
物
が
、
若
し
西
洋
に
あ
っ
た
ら
、
し

か
も
そ
れ
が
バ
イ
ブ
ル
に
関
係
し
た
物
で
あ
っ
た
ら
耶
蘇
教
者
は
一
寸

刻
み
に
し
て
研
究
す
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る

物
を
比
較
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
日
本
学
者
の
恥
だ
。
ま
た
こ
れ
を
比

較
し
た
が
、
そ
れ
を
出
版
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
都
合
で
あ
る
」
と

い
う
よ
う
な
話
を
し
た
。
そ
の
日
は
帰
っ
て
ま
た
翌
日
来
る
。
同
じ
話

を
し
た
。
実
は
私
が
一
切
経
を
出
版
し
ま
す
こ
と
を
初
め
て
決
心
し
ま

し
た
の
は
そ
の
時
で
あ
り
ま
す
。

　（
ゾ
ル
フ
大
使
は
＝
石
上
補
）
そ
の
時
こ
の
一
切
経
の
話
を
聞
い
て
、

サ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ス
・
エ
リ
オ
ッ
ト
か
ら
聞
い
た
ら
し
い
。（
中
略
）
ゾ

ル
フ
も
梵
語
学
者
で
あ
り
ま
し
て
、
梵
語
の
教
授
に
な
る
積
り
だ
っ
た

ら
し
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
訳
で
興
味
も
深
い
。「
ど
う
し
て

も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
西
洋
人
が
安
心
し
て
読
め
る
よ
う
な
、
出

来
得
る
だ
け
の
対
校
も
し
て
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
対
校
が
行
き
届
い

て
お
っ
て
学
術
的
に
値
う
ち
の
あ
る
よ
う
な
一
切
経
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
、
そ
れ
を
作
る
の
に
は
お
前
が
一
番
適
任
者
だ
」
と
い
う
ふ
う

に
、
二
人
か
ら
盛
ん
に
焚
付
け
ら
れ
て
、（
後
略
）
4
（

）

　
以
上
の
よ
う
に
高
楠
の
最
大
の
業
績
と
さ
れ
る
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の

刊
行
に
お
い
て
も
、
文
献
学
に
造
詣
の
深
い
二
人
の
西
洋
人
か
ら
の
強
い
薦

め
が
あ
っ
て
編
纂
を
決
意
し
た
こ
と
を
自
ら
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
高
楠
が
ネ
パ
ー
ル
か
ら
将
来
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
写
本
に
つ

ャ
ッ
ド
」
和
訳
の
こ
と
を
再
嘱
し
て
、
な
お
、
自
分
の
事
業
と
し
て
、

律
蔵
中
「
ス
ッ
タ
ヴ
ィ
バ
ン
ガ
」
の
翻
訳
は
こ
れ
を
成
就
す
べ
き
責
任

が
あ
る
の
で
あ
る
が
、（
中
略
）
早
晩
こ
れ
を
欧
訳
し
て
く
れ
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
予
は
現
在
従
事
せ
る
パ
ー
リ
語
字
書
の
完
成
に
継
い
で
、

こ
れ
を
訳
出
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。（
後
略
）
3
（

）

　
次
に
、
高
楠
の
最
大
の
業
績
と
さ
れ
る
漢
語
仏
典
の
大
全
集
『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
の
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
中
国
で
は
一
〇

世
紀
以
来
、
木
版
の
大
蔵
経
が
た
び
た
び
製
作
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
で

も
何
度
か
開
版
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
古
く
は
天
平
時
代
に
遡
る

写
経
も
ま
と
ま
っ
て
の
こ
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
複
数

の
版
本
や
写
本
を
比
較
対
照
し
、
厳
密
な
校
訂
作
業
を
経
た
上
で
の
大
蔵
経

は
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
古
寺
で
の
写

経
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
た
高
楠
に
、
駐
日
英
国
大
使
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
リ

オ
ッ
ト
が
諸
本
対
校
を
経
た
大
蔵
経
の
出
版
を
熱
心
に
薦
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
駐
日
独
国
大
使
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ゾ
ル
フ
も
エ
リ
オ
ッ
ト
と
と
も
に

強
く
薦
め
た
と
い
う
。
以
下
は
高
楠
の
回
顧
で
あ
る
。

　
こ
の
人
（
エ
リ
オ
ッ
ト
＝
石
上
注
）
は
い
ま
奈
良
に
逗
留
し
て
日
本

の
大
乗
仏
教
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
私
が
石
山
寺
に
行

っ
て
調
べ
て
い
る
と
、
来
山
し
て
黙
っ
て
私
の
調
べ
を
見
て
い
る
。
東

寺
で
も
二
度
き
ま
し
た
が
青
蓮
院
に
は
前
後
三
度
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
高
野
に
い
る
時
も
一
度
き
ま
し
た
。
石
山
寺
に
い
る
時
に
は
二
度
き

ま
し
た
。

　
私
が
「
天
平
時
代
の
写
経
を
版
本
が
い
い
か
写
本
が
い
い
か
比
較
し

て
見
て
い
る
」
と
い
っ
た
ら
、「
結
果
は
ど
う
か
ね
」
と
尋
ね
る
。「
そ



8

に
着
け
た
真
の
商
業
人
の
育
成
を
目
的
と
し
た
『
実
業
学
校
』
つ
く
る

べ
き
だ
（
マ
マ
）」
と
力
説
し
た）

8
（

。

　
な
お
、
高
楠
は
校
主
で
あ
り
、
校
長
は
高
楠
の
英
国
留
学
時
代
の
友
人
、

南
岩
倉
具
威
男
爵
が
就
任
し
た
。
こ
こ
で
も
、
高
楠
の
留
学
時
代
の
体
験
が

学
校
創
設
に
つ
な
が
り
、
校
長
に
も
英
国
を
良
く
知
る
人
物
が
就
任
す
る
な

ど
、
西
洋
を
強
く
意
識
し
た
学
校
創
設
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
高
楠
の
主
要
な
業
績
に
見
ら
れ
る
西
洋
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
い

く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
個
々
の
事
例
紹
介
に
お
い
て
確
認
は
省
略
し

た
が
、
特
に
学
術
上
の
業
績
に
お
い
て
は
、
留
学
時
代
に
吸
収
し
た
西
洋
の

学
的
伝
統
を
存
分
に
咀
嚼
し
な
が
ら
、
東
洋
に
伝
承
し
た
漢
語
中
心
の
伝
統

的
仏
教
学
の
基
盤
を
活
か
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
海
外
滞
在
経
験
に
基
づ
く
人
脈

　
最
後
に
、
高
楠
の
諸
活
動
の
一
つ
の
源
泉
と
も
言
え
る
、
各
界
に
及
ぶ
幅

広
い
人
脈
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
た
い
。
そ
の
人
脈
の
主
要
な
部
分
に
お
い
て
、

何
ら
か
の
形
で
留
学
時
代
に
淵
源
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
は
じ
め
に
末
松
謙
澄
と
の
関
係
に
触
れ
て
み
た
い
。
末
松
は
伊
藤
博
文
の

娘
婿
で
あ
り
、
衆
議
院
・
貴
族
院
議
員
、
逓
信
大
臣
、
内
大
臣
な
ど
を
務
め

た
人
物
で
あ
る
。
末
松
は
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学
経
験
が
あ
り
、

同
時
期
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
て
い
た
南
條
文
雄
と
親
交
を

持
っ
た
。
高
楠
は
欧
州
よ
り
帰
国
し
た
翌
年
、
南
條
の
斡
旋
に
よ
り
末
松
逓

信
大
臣
の
秘
書
官
と
な
っ
た
。
在
任
は
わ
ず
か
四
か
月
で
あ
っ
た
が
、
鷹
谷

俊
之
『
高
楠
順
次
郎
先
生
伝
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
こ
の
秘
書
官
時
代
に
は
伊
藤
博
文
の
秘
書
頭
本
元
貞
と
の
交
り
も
あ

い
て
触
れ
て
み
た
い
。
現
在
、
東
京
大
学
に
は
高
楠
と
河
口
慧
海
が
ネ
パ
ー

ル
等
で
収
集
し
た
一
八
〇
点
に
も
及
ぶ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
写
本
が
収
蔵
さ

れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
学
仏
教
学
の
分
野
で
は
極
め
て
貴
重
な
研
究
史
料
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
ネ
パ
ー
ル
で
の
取
経
を
決
意
し
た
の
も
、
留
学
時
代
に

フ
ラ
ン
ス
で
知
己
と
な
っ
た
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
か
ら
の
助
言
で
あ
っ
た
。

　
ネ
ポ
ー
ル
に
は
大
乗
仏
教
の
原
本
即
梵
本
が
沢
山
存
在
し
て
居
り
ま

す
。
こ
れ
は
印
度
に
も
な
い
、
西
蔵
に
も
な
い
、
唯
ネ
ポ
ー
ル
の
み
に

存
し
て
居
る
、
之
を
探
索
し
て
採
集
し
や
う
と
云
ふ
の
が
私
の
専
門
の

上
か
ら
大
切
な
役
目
と
し
た
所
で
あ
り
ま
す）

5
（

。

　
た
し
か
氏
（
レ
ヴ
ィ
＝
石
上
注
）
の
第
一
の
雪
山
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
＝
石

上
注
）
旅
行
の
後
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。（
中
略
）
雪
山
に
行
き
梵
経

を
得
る
こ
と
の
方
法
を
十
分
に
会
得
し
た
こ
と
も
委
し
く
氏
よ
り
聞
い

た
。
こ
れ
が
私
が
大
正
元
年
に
イ
ン
ド
に
入
り
ネ
パ
ー
ル
に
行
く
決
心

を
し
た
動
機
で
あ
っ
た）

6
（

。

　
さ
て
、
高
楠
は
研
究
者
の
他
に
、
教
育
者
、
事
業
家
な
ど
い
く
つ
か
の
顔

を
持
っ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
、
複
数
の
教
育
機
関
の
創
設
に
か
か
わ
っ
た

点
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
予
備
教
育
を
行
う
日
華
学

堂
）
7
（

、
仏
教
主
義
に
よ
る
女
子
教
育
を
目
指
し
た
武
蔵
野
女
子
学
院
（
現
在
の

武
蔵
野
大
学
の
前
身
）、
仏
教
系
の
大
宮
成
均
女
学
校
な
ど
が
あ
る
が
、
な

か
で
も
中
央
商
業
学
校
の
創
設
（
一
九
〇
二
年
）
は
興
味
深
い
。
中
央
商
業

学
校
（
現
在
の
中
央
学
院
大
学
の
前
身
）
は
、
高
楠
は
じ
め
普
通
教
校
の
出

身
者
七
名
が
中
心
と
な
っ
て
京
橋
区
に
設
立
さ
れ
た
が
、
創
設
に
あ
た
り
高

楠
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
英
国
の
実
業
学
校
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　
高
楠
は
「
今
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
紳
士
に
匹
敵
す
る
、
教
養
と
倫
理
を
身
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で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
高
楠
は
留
学
時
代
、
独
国
の
三
大
学
に
も
学
ん
だ
が
、
そ
の
後
も

独
国
と
の
関
係
に
は
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
六
年
、
高

楠
は
日
独
文
化
協
会
の
初
代
理
事
長
に
就
任
す
る
が
、
こ
れ
も
当
時
の
駐
日

大
使
ゾ
ル
フ
（
前
出
）
が
、
高
楠
と
同
じ
く
、
キ
ー
ル
大
学
で
イ
ン
ド
哲
学

等
を
学
ん
だ
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

　
か
く
し
て
大
正
一
五
年
六
月
、（
中
略
）
ド
イ
ツ
・
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

受
賞
者
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ー
バ
ー
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ゾ
ル
フ
ら
先
導
に

よ
る
文
化
交
流
専
管
の
日
独
文
化
協
会
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
前
記
ニ

ュ
ー
ス
に
登
場
す
る
初
代
理
事
長
高
楠
順
次
郎
は
ゾ
ル
フ
大
使
と
イ
ン

ド
哲
学
、
仏
教
学
の
う
え
に
結
ば
れ
た
仲
だ
っ
た
。
高
楠
は
（
中
略
）

偉
大
な
業
績
を
遺
し
た
仏
教
界
稀
有
の
国
宝
的
学
者
（
戦
前
の
文
化

勲
章
受
章
者
）
で
、
欧
米
学
会
と
の
連
携
は
高
楠
の
独
壇
場
だ
っ
た
の

で
あ
る）
11
（

。
最
後
に

　
以
上
、
高
楠
が
欧
州
留
学
の
経
験
を
、
学
術
面
、
教
育
事
業
の
面
、
ま
た
、

各
界
に
及
ぶ
人
脈
構
築
の
面
で
も
存
分
に
活
か
し
て
い
っ
た
一
端
を
紹
介
し

た
。
本
稿
は
、
高
楠
が
西
洋
か
ら
受
け
た
影
響
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
あ
て

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
高
楠
は
け
っ
し
て
一
方
的
な
西
洋
礼
讃
者
で
は
な
く
、

む
し
ろ
思
想
面
で
は
東
洋
的
、
日
本
的
な
伝
統
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
強
い
と

指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
高
楠
の
言
説
が
戦
前
の
国
家
体
制
に
順
応
し
過

ぎ
て
い
る
と
い
う
批
判
す
ら
も
見
受
け
ら
れ
る
。
高
楠
の
思
想
形
成
に
お
け

る
西
洋
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
本
稿
で
論
じ
る
紙
幅
は
残
さ
れ
て
い
な
い

っ
た
。
特
に
、
上
田
万
年
博
士
と
は
こ
の
間
に
親
し
さ
を
増
し
た
か
と

思
わ
れ
る
。（
中
略
）
先
生
が
東
京
大
学
に
確
乎
た
る
職
を
得
ら
れ
た

の
は
全
く
上
田
博
士
の
斡
旋
に
よ
っ
た
の
で
あ
る）

9
（

。

　
高
楠
は
こ
の
秘
書
官
時
代
に
大
い
に
人
脈
を
拡
げ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま

た
、
そ
の
後
も
末
松
は
高
楠
に
目
を
掛
け
た
よ
う
で
あ
り
、
一
九
〇
四
年
か

ら
末
松
が
欧
州
に
赴
く
際
に
随
員
と
し
て
同
道
し
て
い
る
。
こ
の
末
松
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
日
露
戦
争
に
際
し
、
欧
州
世
論
を
日
本
に
有
利
に
導
く
た
め
の
国

家
的
使
命
を
帯
び
た
使
節
で
あ
り
、
こ
の
随
員
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
高
楠
が

政
治
的
感
覚
を
も
十
分
に
備
え
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
末
松
と
の
関
係
も
、
元
を
た
ど
れ
ば
、
南
條
文
雄
を
介
し
て

の
、
英
国
留
学
と
い
う
共
通
体
験
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
高
楠
は
英
国
留
学
経
験
者
の
人
脈
を
大
切
に
し
、
活
用
し

た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
へ
の
留
学

者
か
ら
な
る
「
剣
牛
会
」
と
い
う
組
織
が
あ
っ
た
が
、
高
楠
は
同
会
に
も
折
々

参
加
し
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
日
記
（1906.5.30

）

に
同
会
に
出
席
し
た
高
楠
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
で
紹
介
す
る
。

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ク
ラ
ブ
の
晩
餐
会
に
出
る
。（
中
略
）
私
は
黒
田

〔
長
成
〕
侯
爵
の
左
隣
に
坐
り
、
向
い
側
は
菊
池
〔
大
麓
〕
男
爵
と
林

〔
董
〕
子
爵
で
、
私
の
左
隣
は
〔
東
京
帝
国
〕
大
学
総
長
の
浜
尾
〔
新
〕

で
あ
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
端
に
近
い
と
こ
ろ
に
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー

教
授
の
下
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
学
ん
だ
高
楠
〔
順
次
郎
〕
教
授
と

毛
利
〔
五
郎
〕
男
爵
が
い
た）
10
（

。

　
ま
た
、
一
九
二
二
年
に
来
日
し
た
英
国
皇
太
子
の
歓
迎
晩
餐
会
に
招
か
れ

る
栄
に
浴
し
た
こ
と
な
ど
も
英
国
留
学
経
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
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郎
の
研
究
│
そ
の
生
涯
と
事
蹟
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
七
九
）
な
ど
が
基
礎
資
料

と
な
る
。
な
お
、
本
稿
の
関
心
に
つ
い
て
は
、
碧
海
寿
広
「
高
楠
順
次
郎
│
日
本
人

の
近
代
仏
教
学
」『
日
本
仏
教
と
西
洋
世
界
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
九
）
か
ら
大
い
に

示
唆
を
受
け
た
。

　（
2
）
高
楠
順
次
郎
「
東
洋
学
者
評
伝
　
訪
問
余
談
　
三
」『
全
集
』
第
八
巻
、
一
八
九

七
、
五
一
六
│
七
頁
。

　（
3
）
高
楠
順
次
郎
「
嗚
呼
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
氏
」『
全
集
』
第
十
巻
、
一
九
二
〇
、
三

〇
七
頁
。
な
お
、『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ト
全
書
』
翻
訳
に
際
し
て
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
ら
の

影
響
が
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
加
藤
隆
宏
「
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
研
究
前
史
│

〈
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
〉
の
受
容
」（『
文
化
交
流
研
究
：
東
京
大
学
文
学
部
次
世
代
人

文
学
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
三
二
巻
、
二
〇
一
九
）
に
詳
し
い
。

　（
4
）
高
楠
順
次
郎
「
東
洋
文
化
史
に
お
け
る
仏
教
の
地
位
」『
全
集
』
第
一
巻
、
一
九

三
〇
、
四
三
三
│
四
頁
。
ま
た
、
こ
の
点
は
、
川
崎
信
定
「
高
楠
先
学
に
『
大
正
大

蔵
経
』
発
刊
を
決
意
さ
せ
た
事
々
」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
第
四
〇
号
、
二
〇
一

二
）
に
も
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　（
5
）
高
楠
順
次
郎
「
ネ
ポ
ー
ル
国
に
就
い
て
」『
地
学
雑
誌
』
第
二
六
輯
二
号
（
第
三

〇
二
号
）、
一
九
一
四
、
一
〇
六
頁
。

　（
6
）
高
楠
順
次
郎
「
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
博
士
を
憶
う
」『
全
集
』
第
十
巻
、
一
九

三
七
、
三
一
一
│
二
頁
）。

　（
7
）
日
華
学
堂
に
つ
い
て
は
欒
殿
武
「
高
楠
順
次
郎
の
教
育
思
想
│
日
華
学
堂
の
転

地
勉
学
を
通
じ
て
」（『GLO

BAL STU
DIES

』
３
、
二
〇
一
九
）
な
ど
に
詳
し
い
。

　（
8
）
『
中
央
学
院
一
〇
〇
年
史
』
中
央
学
院
、
二
〇
〇
二
、
三
一
頁
。

　（
9
）
鷹
谷
、
前
掲
『
高
楠
順
次
郎
先
生
伝
』
三
八
頁
。

　（
10
）
小
山
騰
『
破
天
荒
　〈
明
治
留
学
生
〉
列
伝
』
講
談
社
、
一
九
九
九
、
二
一
六
・

二
一
九
頁
。

　（
11
）
花
井
清
「
高
楠
順
次
郎
」『
日
独
交
流
の
架
け
橋
を
築
い
た
人
々
』
日
独
協
会
、

二
〇
〇
五
、
八
八
頁
。

　（
12
）
武
邑
尚
邦
「
恩
師
を
語
る
」『
宗
教
』
平
成
一
〇
年
五
月
号
、
教
育
新
潮
社
。

（
い
わ
が
み
・
か
ず
の
り
、
仏
教
・
宗
教
、
武
蔵
野
大
学
教
授
）

が
、
稿
を
締
め
る
に
あ
た
っ
て
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
高
楠
は
帰
国
の
翌
年
に
末
松
大
臣
の
秘
書
官
に
就
任
し
、
そ
こ
を
一
つ
の

起
点
に
政
財
界
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
。
こ
の
秘
書
官
就
任
が
そ
の
後

の
高
楠
の
道
行
き
に
大
き
く
関
係
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
武
蔵
野
大
学

に
は
高
楠
の
自
筆
日
記
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
、
高
楠
の
学

界
、
宗
教
界
は
も
と
よ
り
政
官
財
界
に
広
く
築
か
れ
た
人
脈
が
明
瞭
に
浮
か

び
上
が
る
。
特
に
、
普
通
教
校
の
出
身
と
い
う
こ
と
か
ら
、
西
本
願
寺
、
大

谷
伯
爵
家
と
の
関
係
は
深
く
、
戦
前
の
大
谷
家
が
皇
室
と
近
い
姻
戚
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
高
楠
の
占
め
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
そ
の
よ

う
な
文
脈
の
な
か
で
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
高
楠
を
見
て
い
く
場
合
、
彼

の
生
活
圏
が
奈
辺
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
我
が
国
の
近
代
仏
教
学
の

黎
明
期
に
お
い
て
は
、
仏
教
学
者
を
取
り
巻
く
様
々
な
周
辺
環
境
が
学
問
や

言
説
の
あ
り
様
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
、
高
楠
の
生
涯

が
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
武
蔵
野
女
子
学
院
（
武
蔵
野
大
学
の
前
身
）
設
立
の
思
い
を
問

わ
れ
た
高
楠
の
こ
と
ば
を
紹
介
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
仏
教
精
神
を
体
し
、
平
和
社
会
の
建
設
を
荷
う
女
性
を
育
て
、
で
き

れ
ば
宮
中
の
女
官
に
推
挙
し
た
い）
12
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こ
の
こ
と
ば
の
な
か
に
、
高
楠
の
生
涯
と
思
想
の
い
く
ば
く
か
が
凝
縮
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　（
1
）
高
楠
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
鷹
谷
俊
之
『
高
楠
順
次
郎
先
生
伝
』（
武
蔵
野
女
子

学
院
、
一
九
五
七
）、
武
蔵
野
女
子
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
雪
頂
・
高
楠
順
次


